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1. 救い 2. 伝道者の生活 3.神さまの方法
▲悪魔は人間が滅びの道に行くようにするが、神様は私達が救われる事を望む

1)サタンと罪
(1)サタンというのは本来は天使であったが、傲慢になり悪魔になった。
(2)悪魔は、人間が高慢になるようにして、神のようになりたい思いにさせる
(3)サタンは高慢と不従順の罪に陥るようにしている。

2)70年捕虜－エレ 25:11
(1)神様は、人間が罪の中を歩む時にサタンの攻撃をゆるされる。
(2)イスラエルの民は偶像崇拝をしたため、バビロンのネブカデネザル王が
攻撃をしてイスラエルの民を捕囚としていった(BC586年に滅びた)。
(3)バビロンの王はサタンの型である。
－しかしクロス王によってバビロンは滅びて、イスラエルを帰還させる。

3)BC538年－クロス王－エズラ 1:1-2
(1)クロス王は、イスラエルを帰還させて神殿を建築させる為に王としてたて
られらことを分かっていた。

(2)BC538年：苦しみの期間が終わり、ペルシャの王のクロスがイスラエル
の民を帰還させ、神殿を建築させるようにした(クロス王はキリストの型)
(3)私達も悪魔の奴隷であったので自由はなかった。
－キリストが悪魔の奴隷から解放する王の役割をして下さった。

―日本は、江戸時代にペリーを通して開国され宣教師が入ってきた。

(サタンが打ち砕かれて日本の福音化が始まった)。
4)ハガイとゼカリヤ－エズラ 5:1-2
(1)イスラエルの 5万人が帰還をして、神殿の再建が進むようになった。
(2)神殿の再建を邪魔する者がいて、神殿再建が止まるようになった。
(3)ハガイとゼカリヤを通して神殿再建を促すような御言葉が語られた。
－神殿再建に着手するが、再び邪魔が入る。しかし、大胆に反論して、

ダリヨス王に問い合わせをするようにした。

(4)私達は、礼拝に行けないような妨害があっても信仰によって道が開かれる。
―信仰を持って祈るように。

5)ダリヨス王－エズラ 6:13-14
(1)ダリヨス王の命令により書き送りをして、神殿建築が進むようになった。
(2)BC516年に神殿建築が完工した―正確に 70年後に神殿が回復した。
(3)私達の信仰の成長を神様がなさる。
(4)神殿は、神様の子供であり聖霊が宿る聖徒自身である(Ⅰコリ 3:16)。
(5)サタンは私達の信仰が成長しないように邪魔をするが、私達が、決断をす
る時に、道を開いて下さる。

▲私たちの信仰が成長する目的は、伝道者の生活をする

ためである。私達の信仰が、成長するとまわりの人々が

救われるようになる。

1)エズラ祭司－エズラ 7:6
(1)エズラ祭司が自分の国に帰る使命が与えられた。
―祈りをしていった⇒神様が答えられた。

(2)神様は、私達に神様の国のための使命を与えて
祈りをさせるようにする。

―絶対不可能な事も絶対可能として下さる。

―主が全てをなさるようにする。

2)アルタシャスタ王―エズ 7:12-13
(1)アルタシャスタ王によってエズラは帰還をできた。
(2)神様は私達の心を変えて喜んで行けるようにする。

3)エズラの帰還
(1)エズラが、帰還をした時に神殿が完成していたが、
異邦人と結婚をしてしまった。

―結婚した異邦人の相手から影響を受けて正しく信仰

生活が出来ていなかった。

―イスラエルの民たちが滅びてしまった時と全く同じ

パターンになってしまっていた。

(2)エズラの悔い改め―エズ 10:1
・イスラエルの民たちが間違った生活をしているのを

見て、まずエズラが悔い改めた。

・エズラが悔い改めているのをみて、他のイスラエル

の民たちも悔い改めをしていった。

・全イスラエルが悔い改めた後に、異邦人の妻や子ど

もを国に戻していった(エズ 10:3、11－12)。
3)家族の福音化
(1)異邦人の家族を国に返した意味は、家族を福音化し
なさいと言う意味である。

(2)家族の福音化に関心がないことが罪である。
(3)私達が決断を下せば、主が全て成し遂げられる。
(4)私達の思いさえ変えれば主が人を遣わされ、家族を
救われるようにしてくださる。

(5)信じる私達を通して家族は福音化される
(使 16:31、Ⅰコリ 7:14)

▲どのようにして家族の福音化をなすことが

出来るのか。

1)ただキリスト
(1)自分の力では救われないし、伝道する
ことが出来ない。

―邪魔をするサタンがいるからである。

(2)真の王：サタンの頭を打ち砕かれた。
真の祭司：罪を赦してくださった。

真の預言者：神様に出会う道となった。

2)ただキリストとの結合
(1)聖霊が宿る事でキリストと一つになった
―キリストに似ていくようになる(神化)。
(2)救われていない人を見て憐れむ心が出る
(3)キリストと結合された事実を味わう。
(4)キリストと一つになったことを味わうと
きに自分の思い煩いはなくなる。

―サタンは逃げていき、神様の心となる為。

(5)家族も自分の変化に気づき福音化される
(6)自分が変われば家族は生かされる。

3)ただ集中
(1)ただキリストに集中をするように。
(2)24,25,永遠の恵みの中に入る。
(3)神様は私を変えて下さる。

▲結論

(1)家族の福音化、職場福音化は主がなさる。
(2)日本福音化は主がなさる―絶対可能
(3)家庭の問題、病を答えて変えて下さる。
(4)キリストと私が一つになる事を味わう。



現場地教会（2021 年 3 月 7 日～2021 年 3 月 13 日）
【賛美】 「イエスわが王よ」

１）イエスわが王を賛美で迎えん 栄光の主の御座を もうけたまえ主よ

私は神のもの ゆえに神にささげん 御心のままにおさめよ 主イエスよ

２）イエスわが王よ ここに来られ われが主にささぐ 賛美受けたまえ

われは主のしもべ 主はわれらのきみ 主なるイエス来られ 賛美を受けたまえ

【使徒信条】

我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。我はその独り子、我らの主、イエス・キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、おとめマリアより生まれ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字架に

つけられ、死にて葬られ、よみにくだり、三日目に死人のうちよりよみがえり、天にのぼり、全能の父

なる神の右に座したまえり、かしこより来たりて、生ける者と死にたる者とを審きたまわん。我は聖

霊を信ず、聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪のゆるし、からだのよみがえり、とこしえの命を信

ず。アーメン

【メッセージ】 「主がなさる日本福音化」(エズラ 6:13-15)

【讃美】 493 主イエス我にいのちたまい

【祈り】

①教会の祈りの課題

1,全聖徒が御座の祝福を味わう霊的見張り人となり、福音と祈りでミッションを掴み、日本と 237

に働く暗闇と霊的戦いができますように。

2.全聖徒が霊的医者となり、霊的な病で死んでいく日本と237を、御言葉と祈りで癒すことができ

ますように。

3.全聖徒がキリストの霊的サミット大使となり、日本と 237 のサミットを原色福音で生かして育て、

キリストの福音を伝えることによって、日本をキリスト教国家にできますように。

※御国イザヤ牧師に聖霊充満と 5 つの力が与えられるように。

②現場地教会の聖徒の中で欠席された方、問題、病にある方、新しい家族のために。

③現場地教会参加者の祈りの課題（集まった聖徒の祈り課題を付箋に記入）のため。

【フォーラム・祈り】

【主の祈り】

天にましますわれらの父よ。ねがわくは、御名をあがめさせたまえ。御国をきた

らせたまえ。みこころの天になるごとく、地にもなさせたまえ。我らの日用の糧を、

今日も与えたまえ。我らに罪をおかす者を、我らがゆるすごとく、我らの罪をもゆ

るしたまえ。我らをこころみにあわせず、悪より救いだしたまえ。国とちからと栄

えとは限りなくなんじのものなればなり。 アーメン

福音宣教教会

祈り題

1. 福音宣教教会(ローマ 16:20、25－27)
2. 主任牧師(使徒 6:4、アモ 3:7、創世記 18:17)
3. レムナント(イザヤ 6:13)
4. 癒し(使徒 19:8－20)
5. 日本神学校、東日本神学校(Ⅱ列 6:8－23)
6. 200 都市(創世記 41:36－38)
7. 1000 大学(使徒 19:9－10)
8. 日本総会教会(使徒 6:4、コロ 4:2－3)
9. 日本 8000 教会(使徒 17:1－3)
10. 本部、柳牧師(138、14、24、、25、00、237)
11. 日本をキリスト教国家とする(使徒 18:9－10)
12. 237 宣教、太平洋・インド洋宣教(マタ 24:14、使徒 1:8)

契約の祈り
(主日礼拝)

1. サタンは私たちが救われて信仰が成長することを妨害しますが、私
の力とは関係なく、主がすべてを働かせて私を救い、信仰を強めてく

ださることを感謝します。

2. サタンは自分の考えで伝道は絶対不可能だと諦めさせますが、家族
福音化・職場福音化・日本福音化は神様の御心なので絶対可能であり、

主がすべてをなさることを信じます。

3. サタンを踏み砕いて私のためにへりくだったキリストと一つにな
ったことに、ただ集中することによって、絶対不可能を絶対可能に変

える伝道者の生活となりますように。

お知らせ

1. 3/30(火)10:00～21:00 日本リーダー修練会(オンライン開催)
3/31(水)13:00-4/1(木)17:00 日本レムナント大会(オンライン開催)

2．3 月 21 日 聖餐式

3．4月 4日 イースター礼拝、洗礼式

4．3月 13 日 キリスト保育園 卒園式

福音宣教教会
主管牧師：御国イザヤ

名古屋市中区栄 5丁目 23－8／tel:052-238-6003

主日(日曜)1 部礼拝 7:00 ／ 2 部礼拝 10:00 ／ 3 部礼拝 12:00


